
「新居浜・西条地域在宅医療・介護推進部会」 

第３回 地域包括ケアシステムＷＧの開催状況 

 

１ 開催状況  

（１） 日 時 平成 29 年７月 19 日（木） 

（２） 参加者 構成員 15 名、コーディネーター1 名、オブザーバー２名 

（３） ワーキング 

① 管内における在宅医療・介護連携推進事業の取り組み状況 

② 在宅医療・介護の連携に向けて 

    多職種間の協力関係の強化、広域的な取組み 

③ 終末期の看取りのあり方について 

 

  

２ ワーキングの内容 

 

①①①① 在宅医療・介護連携推進事業の進捗状況について在宅医療・介護連携推進事業の進捗状況について在宅医療・介護連携推進事業の進捗状況について在宅医療・介護連携推進事業の進捗状況について    

 

新居浜、西条両市から説明 

 

【新居浜市】 

� 地域の医療・介護関係者が参画する会議の設立準備会を今年度設置し、参

加者の選定や課題の抽出を行い、平成 30 年度に推進協議会を設置予定。 

� 地域の医療・介護の資源の把握は、ＩＣＴの導入を検討中。 

� 連携ブランチを医師会に委託できないか検討中 

� 医療・介護関係者の研修会を開催予定 

 

      【西条市】 

� 地域の医療・介護関係者が参加する意見交換会を平成 28 年度から開催し、

在宅医療や訪問看護等社会資源のリストを作成中であり、ＨＰ等で公表予定。 

� 今年度の意見交換会には医師や歯科医師の参加協力を得ている。 

 

 

 

資料３ 



②②②② 在宅医療・介護の連携に向けて在宅医療・介護の連携に向けて在宅医療・介護の連携に向けて在宅医療・介護の連携に向けて    

 

     【主な発言（要旨）】 

� 訪問介護部会と介護支援専門員連絡協議会との交流会は実施したが、医療系との交

流会の実施は難しい。 

� まずは、市単位での顔の見える関係づくりを進めたうえで、その後に広域連携につな

げるべき。 

� 地域医療連携室の看護師は、救急医療や急性期医療から生活レベルを維持して地域

につなぐことを目標にしており、カンファレンスを通して介護支援専門員にアプローチ

している。在宅療養を支える資源の情報の発信等を行政に期待する。 

� 介護支援専門員は、在宅の専門医を見つけることに苦労しており、広域的な医療情報

を必要としている。 

 

   ○今後の方向 

広域的な多職種のネットワーク構築に向けて、医療関係者や介護関係者の人材育成

の要素を含めた交流会の開催を検討する。 

 

 

③③③③ 終末期の看取りのあり方について終末期の看取りのあり方について終末期の看取りのあり方について終末期の看取りのあり方について    

 

 【主な発言（要旨）】 

� 先月、グループホームで３人の看取りを経験した。急変時の対応については、家族と

の話し合いが必要。事前に意思確認をしていても、家族は冷静に対応できない。 

� 急変時の受入れ病院が見つからないことがある。 

� 施設での看取りの一番の問題は、死亡確認できる医師がいないこと。 

� 介護職員に看取りの経験が少なく、不安がある。 

� 『地域で看取る』には、療養者や家族との合意形成が必要「どのような治療をうけるの

か」「最期をどこで迎えるのか」 

        

   ○ 課題 

・夜間・休日等必要時に訪問診療・往診を提供する医療機関の確保が不可欠 

・地域住民への啓発（終末期ケアや在宅での看取りに関連した情報の周知）  

・在宅での終末期を支える多職種のネットワークが必要 

・看取りを行う施設や事業所を増やさないと対応できない 

    ・「最期をどこで迎えるのか」療養者や家族との合意に添える環境の整備が必要 

 

○今後の方向  ⇒  引き続き検討 



（国のイメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                     
                       平成29年3月6日 厚生労働省老人保健課 

平成 28 年度都道府県在宅医療・介護連携担当者会議資料を参照
【参考】 

 

図１ 死亡場所の推移 

              ※1994年までは老人ホームでの死亡は、自宅に含まれている 

【出典】厚生労働省「人口動態調査」     
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過去の地域包括ケアシステムＷＧの開催状況 

 

 開催日 参加者 内容 

第１回 
H28.10.31

（月） 

構成員 15名 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 1 名 

① 在宅医療・介護推進部会の設置の経緯 

② 目指すべき地域包括ケアシステムについ

て 

③ 意見交換 

「地域包括ケアシステムの現状や今後の方

向性について」 

第２回 
Ｈ29.2.8 

（水） 

構成員 15名  

ｺｰﾃﾞｨｰﾈｰﾀｰ 1 名 

① 第１回ワーキング協議事項の確認 

② 地域包括ケアシステムの構築に向けた課

題の抽出 

・医療と介護の情報共有の現状 

・医療機関と介護支援専門員の連携 

・在宅医療と看取りの問題 

 

  



 

 地域包括ケアシステムワーキンググループ 関係者名簿  

平成29年7月19日現在 

区分 所属・役職 氏名 構成員 備考（職種） 

コーディネーター 西条保健所 所長 武方 誠二   

介護 

新居浜 

（社）新居浜市社会福祉協議会 

指定訪問介護事業所 所長 
上野 なぎさ ○ 

地域医療構想調整会議 

委員 

新居浜市介護支援専門員連絡協

議会 会長 
岸 治代 ○ 

（介護支援専門員・ 

作業療法士） 

西条 

（有）エンジェル・コール 

代表取締役 
越野 文枝 ○ 

地域医療構想調整会議 

委員 

居宅介護支援事業所 

ル・ソレイユ 
曽我部 宗一 ○ （介護支援専門員） 

医療機関 

愛媛県立新居浜病院 看護長 岩本 恵美 ○ 
地域医療連携室 

（看護師） 

住友別子病院 医療連携室長 和田 美恵子 ○ （ＭＳＷ） 

西条中央病院 看護師長 成松 綾 ○ 
外来 

（看護師） 

西条市立周桑病院 

地域医療連携室長 

 

杉 加代子 ○ （看護師） 

市の関係者 

新居浜市保健センター 

成人保健係長 
山内 富子 ○ （保健師） 

新居浜市地域包括支援センター 

包括支援係 
佐﨑 加世子 ○ （保健師） 

西条市健康医療推進課 

地域医療係長 
白石 元 ○ 

保健センター 

（行政） 

西条市地域包括支援センター 

介護支援専門員 
山内 弘美 ○ （介護支援専門員） 

県の関係者 

東予地方局地 域福祉課 

福祉指導グループ担当係長 
高岡 誠司 ○ （行政） 

西条保健所 企画課 

企画情報グループ担当係長 
成松 順子 ○ （保健師） 

西条保健所 企画課 

医療対策係長 
大塚 有加 ○ （薬剤師） 

オブザーバー 

西条保健所 企画課 

課長 
大野 和久  （行政） 

西条保健所 健康増進課 

課長 
森田 圭子  （保健師） 
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